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This thesis mainly analyzed letters Between Xiaoziliang and Kongzhigui 
in NanQi dynasty. Xiaoziliang was second son of Emperor Wudi. 
Xiaoziliang had faith in Buddhism, Kongzhigui Believed in Taoism. Their 
ideas were influenced By Yixialun-Dispute of Song dynasty. Xiaoziliang 
adhered Bodhisattva-Precepts, he wished to Be a ruler like a Bodhisattva. 
Xiaoziliangʼ s thought were affected By “Shengmanjing”, played important 



















































































































着目したい。孔稚珪は御史中丞の在職経験があり、 「中丞」とは御史中丞を指すと考えられる。建武年間（四九四～四九七）の初めに冠軍将軍、平西長史、南郡太守に転じるまで御史中丞を務めており 御史中丞在職の下限はここに設定 御史中丞就任の上限は、御史 の前に永明七年（四八九）に驍騎将軍、尚書左丞を務めているので、永明七年よりさかのぼることはな 。したがって幅広く見積もったとしても、蕭孔問答は永明七年から蕭子良が没した隆昌元年（四九四） 間に発生したもの 考えられる。　
現存する蕭孔問答は、蕭子良の書簡「文宣王書与中丞孔稚珪釈疑惑」 以下、蕭Ⅰ）に始まる。蕭Ⅰの後に、
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判したという記録は残されていない。し し『文選』巻四三所収の孔稚珪撰『北山移文』における周顒批判も、実は周顒が道教 貶めて仏教を称揚したこと 対する批判が内包されている可能性が ので、この点について考察を進めたい。　
孔稚珪撰『北山移文』については専論があり、福井佳夫氏が詳細な研究をしてい 。福井氏の研究による
















































戒を受戒した人物で ることと、孔稚珪が蕭子良の意を迎えて記した孔Ⅰ・孔Ⅱ 中で菩薩思想に重要な位置付けを与えているよう を合わせて考え と、蕭Ⅰにおいて菩薩思想が反映されている可能性を検討する必要がありそうである。　
ここに述べた観点からすると、蕭Ⅰの中の「司徒之府本五教」と「即世之教」と う言葉がキーワードにな




















































く」と述べられてい 蕭子良は『八日禅霊寺齋并びに頌』 （ 『出三蔵記集』巻一二。大正五五、八六上）を作り、禅霊寺で齋が実施された記録を残している 、武帝が主催した齋に際して 蕭子良が頌を奉った可能性が高いように思われる。禅霊寺建立の時、つまり永明年間の初期から中期には、武帝はすでに五戒 受戒していたと解するのが妥当である。　
以上のことから、永明年間の末に蕭子良から雉狩りを反対された時点で、 はすでに五戒を受戒していた




















記されている。 「宸極」は皇帝、 「儲皇」は皇太子のことを指しており、蕭子良は司徒として、父である皇帝と兄である皇太子を主体とする国家統治に積極的に関与する姿勢を示している。蕭Ⅰのこの箇所の含意を分析する際に、単に東晋代以来 儒仏一致論を抽出する みならず、雉狩りに反対す 際に蕭子良によって示された「菩薩と統治者の合一」を読み取るべきではなかろうか。つまり蕭子良は正しい国家統治を遂行することが自分に課せられた菩薩行であ と解していたとみられるのである。　


























蕭子良は果たして孔稚珪のどのような返答に満足したのであ うか。孔稚珪は Ⅰで「大覚・波若」 、 正































































たが、仏教信者が仏教的世界観を誇示するにあたっ は、どうしても『勝鬘経』を例示しなければならな という必然性は存在しない。むしろ蕭孔問答以前 、仏教的世界観 説明に 引用する ケースはなかったので ないかと思われる。それにもかかわらず 孔稚珪がここであえて『勝鬘経』を引用したこは何を意味する あろう 。それは、 「勝鬘夫人が普光如来とな 授記を得たというストーリー 基軸 した『勝鬘経』の世界観 真実である」という確信を蕭子良が持ち、孔稚珪が蕭子良の意を迎え の表れあると考えられる。　
本節における考察をまとめると、孔Ⅰと孔Ⅱから孔稚珪が『勝鬘経』を重視していたことが確認される。孔

















1） 撫尾正信「南朝士大夫の仏教信受について─南斉蕭子良とその周囲─」 （ 『佐賀龍谷学会紀要』五、一九五七年） 、塩入良道「文宣王蕭子良の「浄住子浄行法門」について」 （ 『大正大学研究紀要』四六、一九六一年） 、中嶋隆蔵「蕭子良の精神生活」（ 『日本中国学会報』三〇、一九七八年） 、鎌田茂雄「文宣王蕭子良の奉仏」 （ 『中国仏教史』第三巻、第二章第六節、東京大学出版会、一九八四年） 、藤谷昌紀「 『瓔珞経』と蕭子良の『浄行優婆塞経』 」 （ 『印度学仏教学研究』五三─一、二〇〇四年） 、船山徹『南斉・竟陵文宣王蕭子良撰『浄住子』の訳注作成を中心とする中国六朝仏教史の基礎研究』 （平成一五年度～平成一七年度科学研究費補助金（基盤研究
C⑵）研究成果報告書） 、藤谷昌紀「蕭子良の抄経・著書の性格について」 （ 『印度学仏教学
研究』五六─一、 二〇〇七年）を参照。
（







（） 梁武帝の奉仏行為については、鈴木啓造「梁代仏徒の一性格─白衣僧正論争を通して─」 （ 『史観』四九、一九五七年） 、中嶋隆蔵「梁の武帝蕭衍の精神生活」 （ 『東北大学文学部研究年報』二九、一九八〇年） 、鎌田茂雄「武帝の仏教信仰」 （ 『中国仏教史』第三巻、第一章、東京大学出版会 一九八四
（
（） 鈴木啓造「皇帝即菩薩と皇帝即如来について」 （ 『仏教史学』一〇─一、一九六二年）は、邵陵王蕭綸が梁武帝を指して「皇帝菩薩」と称していることなどを挙げ、皇帝即菩薩という認識が梁代に存在したことを紹介し る ただし、梁武帝が『摩訶波若懺文』と『金剛波若懺文』 （いずれも『広弘明集』巻二八所収、 正五二 三三二）の中で「菩薩戒弟子皇帝」と自称しているものの、梁武帝が「自身を菩薩 みた る考えは全くなかった」 （上掲鈴木論文 頁 とらえ 皇帝即菩薩という
−20−−21−
認識は「臣下の側よりする讃辞」にとどまると解釈している（上掲鈴木論文二頁） 。一方、船山氏「菩薩戒論文」の二頁では「菩薩戒弟子皇帝」と自称したことについて、 「武帝にとってそれは、仏の教えに対する敬虔なる信仰心と、大乗仏教の最高の戒律を実践しつつある自己を「菩薩 であるとする強烈な自負心とが混じりあった言葉であったにちがいない。 」と述べている。
（
（） 「 『夷夏論』論争における思想的特徴」 （拙著『六朝期における仏教受容の研究』 、第二部第六章、白帝社、二〇一四年）を参照。 『宋書』巻八九袁粲伝（書局八、二二三三）と『資治通鑑』巻一三四（書局九、四二〇七）の記事から 『夷夏論』論争の当事者である袁粲が南朝宋末期の昇明元年（四七七）に死去したこ が確認され 。つまり『夷夏論』論争は四七七年以前に発生と想定される。
（
（） 書局八、 二四四五。杜子恭が五斗米道 大家であることは、彼が孫泰（五斗米道の反乱の首謀者孫恩の師匠）の師匠であることが沈約自序に記されていることから確認され 。
（
（） 『南斉書』巻五四高逸伝杜京産条（書局三、九四二）を参照。孔稚珪が書簡を送ったことは「孔稚珪、周顒 謝瀹は並びに書を致し以て殷懃を通ず」という記事から確認され、朝廷に推薦したことは「永明十年、稚珪及び光禄大夫陸澄、祠部尚書虞悰、太子右率沈約、司徒右長史張融は表して京産を薦めて曰く ……」 いう記事から確認される。
（
（） 前掲拙論「 『夷夏論』論争 おける思想的特徴」を参照。
（
10） 『南斉書』巻五四高逸伝何點・何胤条（書局三、九三八） 、 『南斉書』巻四八孔稚珪伝（書局三、八四〇） 、 『南斉書』巻四一周顒伝（書局三 七三二・七三三） 。何點は蕭子良から評価されてい 人物で、何胤 蕭子良の弟巴陵王の師をつ めた。
（
11） このほか、 『高僧伝』巻八釈法度伝（大正五〇、三八〇下） 「汝南周顒去成都。招共同下止于山茨精舍。 」や、 『続高僧伝』巻六慧約伝（大正五〇、 四六八下～四六九上） 「斉中書郎汝南周顒為剡令 欽服道素側席加礼。於鍾山雷次宗旧館造草堂寺 亦号山茨。屈知寺任。此寺結宇山椒疏壤幽岫。雖邑居非遠。而蕭條物外。既冥賞素誠 便有終焉之託。 」とあ ことからも確認できる。
（








1（） 船山氏「菩薩戒論文」を参照。蕭子良の受戒については六七頁、受戒の時期は八八頁 菩薩戒と通常の戒の位置付けについては二四頁、菩薩としての強い自覚については一一二頁を 武帝の雉狩りに反対したことと の関係については九二頁を参照。
（
1（） 傍線部の原文は「賜希受 」である。 「賜」には「あたえる。ほどこす。めぐむ。いたす。命令する」の意があり、蕭子良の仰啓を受け入れた武帝の「希
ねが
う」という行為を「賜希」と表現したと解釈する。
（
1（） 五教とは『孟子』滕文公章句上に説かれる「父子
親しん
有り、君臣義有り、夫婦別有り、長幼叙有り、朋友信有り」を指すと思
われる。 『礼記』王制篇には司徒の職掌として、七教（父子・兄弟・夫婦・君臣・長幼・朋友・賓客に関する教え）を明らかにして、民衆を教育することが記されている。
（
1（） 前掲拙著『六朝期における仏教受容の研究』を参照。
 
（武蔵野大学准教授
　（専門） 六朝仏教史）
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